
(57)【要約】

【課題】　金属調を呈する光透過性表示板に小孔を設け

ることなく、その量産性を向上させた表示板を提供する

。

【解決手段】　光透過性基板である基板２５の一側面に

凹凸部３０を設け、その凹凸部３０上に装飾部３１、目

盛り及び文字部を形成した。また、その凹凸部３０と相

対向する他側面に、可視光の一部を透過可能に反射する

金属膜３５を形成し、その金属膜３５と相対向する位置

に蛍光管２０を配置して、外部照度の低い時に、その蛍

光管２０を点灯し、その蛍光管２０により照射される照

射光が金属膜３５を介して基板２５より照射されるよう

にした。

【選択図】　　　図５

JP 2005-292042 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 視 光 を 透 過 す る 光 透 過 性 基 板 の 少 な く と も 一 側 面 に 凹 凸 部 を 設 け る と と も に 、 光 透 過 性
基 板 の 一 側 面 に 直 接 も し く は 前 記 凹 凸 部 を 介 し て 可 視 光 を 透 過 可 能 に 反 射 す る 半 透 過 性 薄
膜 金 属 層 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 表 示 板 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 板 に お い て 、
　 前 記 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 は 、 可 視 光 に 対 す る 反 射 率 が ４ ０ ～ ８ ０ ％ で あ っ て 、 可 視 光 に
対 す る 透 過 率 が ２ ０ ～ ６ ０ ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 板 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 表 示 板 に お い て 、
　 前 記 光 透 過 性 基 板 は 、 外 光 を 入 射 す る 側 の 側 面 を 凹 凸 部 に す る と と も に 、 そ の 凹 凸 部 と
は 反 対 側 の 側 面 に 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 表 示 板 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 表 示 板 に お い て 、
　 前 記 凹 凸 部 の 形 成 さ れ る 側 の 側 面 に 前 記 光 透 過 性 基 板 を 装 飾 す る 装 飾 部 を 形 成 し た こ と
を 特 徴 と す る 表 示 板 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 表 示 板 に お い て 、
　 前 記 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 の 形 成 さ れ る 側 の 側 面 に 可 視 光 を 照 射 す る 照 射 部 を 設 け た こ と
を 特 徴 と す る 表 示 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 板 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 等 に 搭 載 さ れ る 時 計 や メ ー タ 部 の 文 字 表 示 板 に は 、 外
部 照 度 が 低 い 夜 間 に お い て も そ の 表 示 内 容 を 視 認 で き る 光 透 過 性 表 示 板 が 知 ら れ て い る 。
そ の 光 透 過 性 表 示 板 は 、 外 部 照 度 が 低 い 環 境 下 に お い て 、 そ の 裏 面 側 に 設 け ら れ る 照 明 （
バ ッ ク ラ イ ト ） を 点 灯 し 、 そ の 光 を 透 過 し て 表 示 面 側 を 照 明 さ せ る こ と に よ っ て 表 示 内 容
を 視 認 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 光 透 過 性 表 示 板 で は 、 裏 面 側 の バ ッ ク ラ イ ト に よ っ て そ の 表 示 板 自 体
を 面 発 光 さ せ て い る た め 、 表 示 面 の 周 囲 か ら 表 示 面 上 を 照 明 す る 間 接 照 明 方 式 に 比 べ 、 そ
の 表 示 内 容 の 視 認 性 が 向 上 さ れ 、 加 え て 、 意 匠 的 な 意 外 性 が 付 与 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ う し た 光 透 過 性 表 示 板 に は 、 従 来 よ り 、 そ の 意 匠 性 を さ ら に 向 上 さ せ る た め に 金 属 調
の 外 観 を 付 与 す る も の が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 特 許 文 献 １ で は 、 光 透
過 性 表 示 板 の 基 板 と し て ア ク リ ル 等 の 透 明 な 合 成 樹 脂 基 板 を 採 用 し 、 そ の 樹 脂 基 板 の 一 側
面 に 凹 凸 部 を 備 え る も の が 記 載 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 光 透 過 性 表 示 板 で は 、 裏 面 側 に
光 透 過 性 を 有 す る 薄 膜 金 属 層 が 設 け て い る た め 、 外 部 照 度 の 高 い 昼 間 に は 、 そ の 外 光 に よ
っ て 薄 膜 金 属 層 の 呈 す る 金 属 調 の 外 観 が 表 示 面 上 に 付 与 さ れ る よ う に な る 。 そ の 一 方 、 外
部 照 度 の 低 い 夜 間 に は 、 薄 膜 金 属 層 が バ ッ ク ラ イ ト の 照 明 光 を 表 示 面 側 に 透 過 さ せ て 、 そ
の 透 過 光 に よ っ て 表 示 面 上 を 照 明 し 、 表 示 内 容 を 視 認 で き る よ う に し て い る 。 こ れ に よ り
、 昼 間 等 の 高 い 外 部 照 度 下 に お い て 、 表 示 面 が 金 属 調 を 呈 す る 意 匠 性 の 向 上 と 、 夜 間 等 の
低 い 外 部 照 度 下 に お い て 、 そ の 金 属 調 を 呈 す る 表 示 面 が 面 発 光 板 と な る 意 外 性 の 向 上 と が
図 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ９ ８ ７ ７ ６ 号 広 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 薄 膜 金 属 層 は 、 そ の 膜 厚 が １ μ ｍ ～ ５ μ ｍ 程 度 で あ
る た め 、 バ ッ ク ラ イ ト に よ る 照 射 光 を 殆 ど 反 射 し て し ま う 。 そ こ で 、 バ ッ ク ラ イ ト の 照 射
光 を 表 示 面 上 に 透 過 さ せ る た め に 、 そ の 薄 膜 金 属 層 に 微 細 な 小 孔 を 多 数 設 け る よ う に し て
い る 。 そ の た め 、 薄 膜 金 属 層 に 対 し て 小 孔 を 設 け る 加 工 工 程 が 必 要 に な り 、 さ ら に は 、 そ
の 小 孔 の 孔 径 に 高 い 加 工 精 度 が 要 求 さ れ 、 ひ い て は 光 透 過 性 表 示 板 の 量 産 性 を 低 下 さ せ る
問 題 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 金 属 調 を 呈 す る 光 透 過
性 表 示 板 に 小 孔 を 設 け る こ と な く 、 そ の 量 産 性 を 向 上 さ せ た 表 示 板 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 及 び そ の 作 用 効 果 を 以 下 に 記 載 す る 。
　 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 板 は 、 可 視 光 を 透 過 す る 光 透 過 性 基 板 の 少 な く と も 一 側 面 に 凹 凸
部 を 設 け る と と も に 、 光 透 過 性 基 板 の 一 側 面 に 直 接 も し く は 前 記 凹 凸 部 を 介 し て 可 視 光 を
透 過 可 能 に 反 射 す る 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 を 形 成 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 板 に よ れ ば 、 光 透 過 性 基 板 に 設 け ら れ た 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 が 、
光 透 過 性 基 板 に 入 射 す る 可 視 光 を 透 過 可 能 に 反 射 さ せ 、 凹 凸 部 が そ の 可 視 光 を 散 乱 す る よ
う に な る 。 従 っ て 、 外 部 照 度 が 高 い 環 境 下 で は 、 外 光 に よ っ て 輝 度 斑 の な い 金 属 調 の 外 観
を 光 透 過 性 基 板 に 付 与 す る こ と が で き る 。 ま た 、 外 部 照 度 が 低 い 環 境 下 で は 、 可 視 光 を 光
透 過 性 基 板 に 照 射 さ せ る こ と に よ っ て 、 同 光 透 過 性 基 板 を 面 発 光 さ せ る こ と が で き る 。 そ
の 結 果 、 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 或 い は 光 透 過 性 基 板 等 を 貫 通 す る 小 孔 を 設 け る 必 要 が な く 、
光 透 過 性 基 板 に 金 属 調 の 装 飾 効 果 と 、 金 属 調 の 光 透 過 性 基 板 が 面 発 光 す る 意 匠 的 な 意 外 性
を 付 与 す る こ と が で き 、 ひ い て は そ の 表 示 板 の 量 産 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 板 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 板 に お い て 、 前 記 半 透 過 性 薄 膜 金 属
層 は 、 可 視 光 に 対 す る 反 射 率 が ４ ０ ～ ８ ０ ％ で あ っ て 、 可 視 光 に 対 す る 透 過 率 が ２ ０ ～ ６
０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 板 に よ れ ば 、 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 の 可 視 光 に 対 す る 反 射 率 が ４ ０
～ ８ ０ ％ で あ っ て 、 可 視 光 の 透 過 率 が ２ ０ ～ ６ ０ ％ で あ る も の と し た 。 従 っ て 、 光 透 過 性
基 板 に 対 し て 、 確 実 に 金 属 調 の 装 飾 を 付 与 す る こ と が で き 、 照 射 さ れ る 照 射 光 を 確 実 に 透
過 し て 面 発 光 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 表 示 板 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 表 示 板 に お い て 、 前 記 光 透 過 性 基
板 は 、 外 光 を 入 射 す る 側 の 側 面 を 凹 凸 部 に す る と と も に 、 そ の 凹 凸 部 と は 反 対 側 の 側 面 に
半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 を 形 成 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 表 示 板 に よ れ ば 、 光 透 過 性 基 板 に 入 射 す る 外 光 が 、 凹 凸 部 で 散 乱 さ れ
て 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 に 反 射 さ れ 、 再 度 凹 凸 部 で 散 乱 さ れ な が ら 出 射 す る よ う に な る 。 従
っ て 、 外 部 照 度 が 高 い 環 境 下 で は 、 光 透 過 性 基 板 に 金 属 調 の 装 飾 を よ り 輝 度 斑 な く 付 与 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 表 示 板 は 、 請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 表 示 板 に お い て 、 前 記 凹 凸 部 の 形 成
さ れ る 側 の 側 面 に 前 記 光 透 過 性 基 板 を 装 飾 す る 装 飾 部 を 形 成 し た 。
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 表 示 板 に よ れ ば 、 凹 凸 部 の 形 成 さ れ る 側 の 側 面 に 装 飾 部 が 形 成 さ れ る
よ う に な る 。 従 っ て 、 外 部 照 度 が 高 い 環 境 下 で は 、 光 透 過 性 基 板 に 金 属 調 を 背 景 と し た 装
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飾 部 を 表 示 す る こ と が で き 、 そ の 装 飾 効 果 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 表 示 板 は 、 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 表 示 板 に お い て 、 前 記 半 透 過 性 薄 膜
金 属 層 の 形 成 さ れ る 側 の 側 面 に 可 視 光 を 照 射 す る 照 射 部 を 設 け た 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 表 示 板 に よ れ ば 、 外 部 照 度 が 低 い 環 境 下 で は 、 照 射 部 を 点 灯 し て 半 透
過 性 薄 膜 金 属 層 に 可 視 光 を 照 射 し 、 同 光 透 過 性 基 板 を 面 発 光 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 表 示 装 置 を 時 計 に 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 、 図 １ ～ 図 ６ に 従 っ て 説 明 す
る 。
　 図 １ は 時 計 １ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 時 計 １ ０ に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス １ １ が
備 え ら れ て い る 。 ケ ー ス １ １ は 、 略 箱 形 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 一 側 面 に は 断 面 円 形 の 表
示 孔 １ １ ａ が 貫 通 形 成 さ れ て い る 。 ケ ー ス １ １ の 内 側 に あ っ て 表 示 孔 １ １ ａ の 外 周 に は 、
図 ２ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス １ １ の 内 側 に 延 び る 位 置 決 め 突 起 １ １ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ケ ー ス １ １ の 内 側 面 に あ っ て 表 示 孔 １ １ ａ と 相 対 向 す る 側 面 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ が 固 設 さ れ て い る 。 そ の 時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ に は 、 表 示 孔 １ １ ａ 側 に
延 び る 短 針 軸 １ ３ 及 び 長 針 軸 １ ４ が 連 結 駆 動 さ れ て い る 。 時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ は 、 電 源 を
供 給 す る こ と に よ っ て 計 時 処 理 を 行 う も の で あ っ て 、 そ の 計 時 処 理 結 果 に 基 づ い て 、 そ れ
ぞ れ 短 針 軸 １ ３ と 長 針 軸 １ ４ と を 回 転 さ せ る よ う に な っ て い る 。 そ の 短 針 軸 １ ３ と 長 針 軸
１ ４ と の 先 端 部 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ 短 針 １ ５ と 長 針 １ ６ と が 取 着 さ れ て い
る 。 そ し て 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ に 電 源 を 供 給 す る と 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ に よ る 計 時 処
理 結 果 に 基 づ き 、 短 針 １ ５ 及 び 長 針 １ ６ が そ れ ぞ れ 運 針 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ケ ー ス １ １ 内 に あ っ て 時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ の 表 示 孔 １ １ ａ 側 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、
照 射 部 と し て の 蛍 光 管 ２ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 蛍 光 管 ２ ０ は 、 図 示 し な い 外 部 電 源 に よ っ
て 電 圧 を 供 給 す る と 光 源 と し て 発 光 し 、 そ の 光 を 表 示 孔 １ １ ａ 側 に 照 射 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ケ ー ス １ １ 内 に あ っ て 蛍 光 管 ２ ０ の 表 示 孔 １ １ ａ 側 に は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、
表 示 板 と し て の 文 字 表 示 板 ２ ２ が 配 設 さ れ て い る 。 文 字 表 示 板 ２ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に
、 光 透 過 性 基 板 と し て の 基 板 ２ ５ 、 装 飾 部 ３ １ 、 薄 膜 金 属 層 と し て の 金 属 膜 ３ ５ を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 基 板 ２ ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 略 円 形 状 の 板 で あ っ て 、 可 視 光 を 透 過 す る 無 色 透 明 の
光 透 過 性 の ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 そ の 基 板 ２ ５ の 中 心 に は 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 挿 通 孔 ２ ６ が 貫 通 形 成 さ れ て い る 。 こ の 挿 通 孔 ２ ６ は 、 基 板 ２ ５ （ 文 字 表
示 板 ２ ２ ） を ケ ー ス １ １ 内 に 配 設 す る と き に 、 短 針 軸 １ ３ と 相 対 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い
る 。 ま た 、 そ の 基 板 ２ ５ の 外 周 に は 、 そ の 径 方 向 に 切 り 欠 い た 切 り 欠 き 部 ２ ７ が 形 成 さ れ
て い る 。 こ の 切 り 欠 き 部 ２ ７ は 、 基 板 ２ ５ （ 文 字 表 示 板 ２ ２ ） を ケ ー ス １ １ 内 に 配 設 す る
と き に 、 位 置 決 め 突 起 １ １ ｂ と 相 対 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 基 板 ２ ５ （ 文 字 表 示 板 ２ ２ ） は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 挿 通 孔 ２ ６ に 短 針 軸
１ ３ 及 び 長 針 軸 １ ４ を 挿 通 さ せ て 、 短 針 １ ５ 及 び 長 針 １ ６ を 基 板 ２ ５ の 表 示 孔 １ １ ａ 側 で
運 針 可 能 に し て い る 。 ま た 、 そ の 基 板 ２ ５ （ 文 字 表 示 板 ２ ２ ） は 、 切 り 欠 き 部 ２ ７ に 位 置
決 め 突 起 １ １ ｂ を 嵌 合 さ せ て 、 表 示 孔 １ １ ａ と 相 対 向 す る よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 尚
、 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 基 板 ２ ５ の 厚 さ を ０ ． ５ ｍ ｍ と し て い る が 、 可 視 光 （ 波 長 が 約 ３
８ ０ ～ ７ ８ ０ ｎ ｍ の 光 ） を 透 過 す る 厚 さ で あ れ ば 特 に 限 定 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 基 板 ２ ５ の 一 側 面 で あ っ て 蛍 光 管 ２ ０ と 相 対 向 す る 側 面 に は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う
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に 、 半 透 過 性 薄 膜 金 属 層 と し て の 金 属 膜 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 金 属 膜 ３ ５ は 、 そ の 膜 厚
が 約 ４ ０ ０ ｎ ｍ の ア ル ミ ニ ウ ム 膜 で あ っ て 真 空 蒸 着 法 に よ り 堆 積 さ れ て い る 。 尚 、 本 実 施
形 態 で は 、 そ の 金 属 膜 ３ ５ は 、 入 射 す る 可 視 光 の 強 度 に 対 す る 反 射 す る 可 視 光 の 強 度 の パ
ー セ ン ト （ 反 射 率 ） が ６ ０ ～ ８ ０ ％ で あ っ て 、 入 射 す る 可 視 光 の 強 度 に 対 す る 透 過 す る 可
視 光 の 強 度 の パ ー セ ン ト （ 透 過 率 ） が ２ ０ ～ ４ ０ ％ で あ る も の と す る 。 ま た 、 こ の ア ル ミ
ニ ウ ム 膜 の 成 膜 で は 、 成 膜 時 に マ ス ク を 施 す 、 或 い は 成 膜 後 に マ ス ク を 施 し て エ ッ チ ン グ
を 行 う 等 、 可 視 光 を 透 過 さ せ る た め の 小 孔 を 形 成 す る 工 程 を 行 わ な い も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 基 板 ２ ５ の 一 側 面 で あ っ て 金 属 膜 ３ ５ と 相 対 向 す る 側 面 に は 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う
に 、 凹 凸 部 ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 凹 凸 部 ３ ０ は 、 ブ ラ ス ト 加 工 等 に よ っ て 凹 凸 形 状 に 形
成 さ れ る 面 で あ っ て 、 ヘ ア ー ラ イ ン 加 工 等 に よ っ て 挿 通 孔 ２ ６ か ら 基 板 ２ ５ の 外 周 に 向 か
っ て 略 放 射 状 に 延 び る 模 様 等 が 形 成 さ れ て い る 。 そ の 凹 凸 部 ３ ０ の 表 示 孔 １ １ ａ 側 に は 、
図 ３ に 示 す よ う に 、 略 円 環 状 の 装 飾 部 ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 装 飾 部 ３ １ は 、 印 刷 或 い は
塗 装 等 に よ っ て 形 成 さ れ 、 所 定 の 波 長 の 光 を 吸 収 し て 有 色 の 光 を 透 過 可 能 に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の 装 飾 部 ３ １ に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 板 ２ ５ の 径 方 向 に 沿 っ て 等 角 度 間 隔 に １ ２
本 の 目 盛 り ３ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 目 盛 り ３ ２ は 、 装 飾 部 ３ １ 上 に あ っ て 印 刷 或 い は 塗 装
等 に よ っ て 形 成 さ れ 、 所 定 の 波 長 の 光 を 吸 収 し て 装 飾 部 ３ １ と 異 な る 有 色 の 光 を 透 過 可 能
に し て い る 。 そ の 目 盛 り ３ ２ よ り 外 周 側 に は 、 装 飾 部 ３ １ と 同 じ く 、 印 刷 或 い は 塗 装 等 に
よ っ て 形 成 さ れ る 文 字 部 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 数 字 「 ３ 」 、 「 ６ 」 、 「 ９ 」 、
「 １ ２ 」 か ら な る 文 字 部 ３ ３ が 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 順 に 目 盛 り ３ ２ に 相 対 し て 等 角 度 間
隔 に 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ の 計 時 処 理 に 基 づ い た 時 刻 を 視 認 で き る
よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ケ ー ス １ １ の 内 側 に あ っ て そ の 最 も 表 示 孔 １ １ ａ 側 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 カ バ ー ３
６ が 配 設 固 定 さ れ て い る 。 カ バ ー ３ ６ は 、 略 円 盤 状 に 形 成 さ れ る 透 明 板 で あ っ て 、 表 示 孔
１ １ ａ の 内 径 よ り も 大 き い 外 径 に よ り 形 成 さ れ 、 位 置 決 め 突 起 １ １ ｂ に よ り そ の 外 周 が 支
持 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 こ の カ バ ー ３ ６ が 最 も 表 示 孔 １ １ ａ 側 に 配 設 さ
れ る こ と に よ っ て 、 短 針 １ ５ 、 長 針 １ ６ 、 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛 り ３ ２ 、 文 字 部 ３ ３ 及 び 凹 凸
部 ３ ０ が 表 示 孔 １ １ ａ を 介 し て 視 認 可 能 に ケ ー ス １ １ 内 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 上 記 時 計 １ ０ に よ る 作 用 に つ い て 図 ５ 及 び 図 ６ に 従 い 説 明 す る 。
　 図 ５ は 外 部 照 度 が 高 い 環 境 下 に お け る 時 計 １ ０ を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 今 、 外 部 照 度
の 高 い 環 境 下 に お い て 、 可 視 光 領 域 の 外 光 Ｌ １ が カ バ ー ３ ６ を 介 し て ケ ー ス １ １ 内 側 に 入
射 さ れ る と 、 外 光 Ｌ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 そ の 一 部 を 凹 凸 部 ３ ０ （ 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛
り ３ ２ 、 文 字 部 ３ ３ ） に よ り 散 乱 反 射 さ れ な が ら 、 基 板 ２ ５ 内 を 透 過 し て い く 。 そ し て 、
基 板 ２ ５ 内 を 透 過 し た 外 光 Ｌ １ は 、 金 属 膜 ３ ５ に 進 入 し て 、 そ の 金 属 膜 ３ ５ の 反 射 率 （ ６
０ ～ ８ ０ ％ ） に 相 対 す る 強 度 の 反 射 光 Ｌ ２ と し て 反 射 さ れ る 。 金 属 膜 ３ ５ に よ っ て 反 射 さ
れ た 反 射 光 Ｌ ２ は 、 そ の 一 部 を 凹 凸 部 ３ ０ （ 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛 り ３ ２ 、 文 字 部 ３ ３ ） に よ
り 散 乱 透 過 さ れ な が ら 、 文 字 表 示 板 ２ ２ か ら カ バ ー ３ ６ 側 に 出 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 っ て 、 凹 凸 部 ３ ０ か ら 出 射 さ れ る 反 射 光 Ｌ ２ は 、 金 属 膜 ３ ５ に よ っ て 、 文 字 表 示 板 ２
２ 上 に 金 属 調 （ ア ル ミ ニ ウ ム の シ ル バ ー メ タ リ ッ ク 調 ） の 装 飾 を 施 す 。 さ ら に 、 凹 凸 部 ３
０ か ら 出 射 さ せ る 反 射 光 Ｌ ２ は 、 ヘ ア ー ラ イ ン 加 工 の 施 さ れ た 凹 凸 部 ３ ０ に よ っ て 、 文 字
表 示 板 ２ ２ 上 に 放 射 状 の 模 様 等 を 装 飾 す る 。 そ し て 、 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛 り ３ ２ 及 び 文 字 部
３ ３ を 介 す る 反 射 光 Ｌ ２ は 、 そ れ ぞ れ 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛 り ３ ２ 及 び 文 字 部 ３ ３ に よ っ て 所
定 の 波 長 の 光 が 吸 収 さ れ て 有 色 の 装 飾 を 施 す 。 こ れ に よ り 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ の 計 時 処
理 に 基 づ く 時 刻 が 、 装 飾 効 果 を 伴 っ た 状 態 で 視 認 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ は 外 部 照 度 が 低 い 環 境 下 に お け る 時 計 １ ０ を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 今 、 外 部 照 度
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が 低 い 環 境 下 に お い て 、 蛍 光 管 ２ ０ を 点 灯 し て 照 射 光 Ｌ ３ を 金 属 膜 ３ ５ に 照 射 さ せ る と 、
照 射 光 Ｌ ３ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 金 属 膜 ３ ５ に 進 入 し て 、 そ の 金 属 膜 ３ ５ の 透 過 率 （ ２
０ ～ ４ ０ ％ ） に 相 対 す る 強 度 の 透 過 光 Ｌ ４ を 透 過 す る 。 金 属 膜 ３ ５ を 透 過 し た 透 過 光 Ｌ ４
は 、 基 板 ２ ５ 内 を 透 過 し て 、 そ の 一 部 を 凹 凸 部 ３ ０ （ 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛 り ３ ２ 、 文 字 部 ３
３ ） に よ っ て 散 乱 透 過 さ れ な が ら 、 文 字 表 示 板 ２ ２ か ら カ バ ー ３ ６ 側 に 出 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 従 っ て 、 凹 凸 部 ３ ０ か ら 出 射 さ れ る 透 過 光 Ｌ ４ は 、 金 属 膜 ３ ５ を 介 し て 有 色 の 光 を 面 発
光 し て 文 字 表 示 板 ２ ２ 上 を 照 明 す る 。 そ し て 、 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛 り ３ ２ 及 び 文 字 部 ３ ３ を
介 す る 透 過 光 Ｌ ４ は 、 そ れ ぞ れ 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛 り ３ ２ 及 び 文 字 部 ３ ３ に よ っ て 所 定 の 波
長 の 光 が 吸 収 さ れ て 有 色 の 装 飾 を 施 す 。 こ れ に よ り 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ ２ の 計 時 処 理 に 基
づ く 時 刻 が 、 装 飾 効 果 を 伴 っ た 状 態 で 視 認 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 文 字 表 示 板 ２ ２ に 可 視 光 を 透 過 可 能 に 反 射 す る 金 属 膜 ３ ５ を
設 け 、 外 部 照 度 の 高 い 環 境 下 に お い て 、 そ の 外 光 Ｌ １ を 反 射 す る よ う に し た 。 そ し て 、 外
部 照 度 の 低 い 環 境 下 に お い て 、 蛍 光 管 を 点 灯 し て 、 そ の 照 射 光 Ｌ ３ を 透 過 す る よ う に し た
。 従 っ て 、 例 え ば 、 外 部 照 度 の 高 い 昼 間 に は 、 金 属 膜 ３ ５ に よ る 反 射 光 Ｌ ２ に よ っ て 、 文
字 表 示 板 ２ ２ を ア ル ミ ニ ウ ム の シ ル バ ー メ タ リ ッ ク 調 に 装 飾 す る こ と が で き る 。 そ し て 、
外 部 照 度 の 低 い 夜 間 に は 、 金 属 膜 ３ ５ を 透 過 す る 透 過 光 Ｌ ４ に よ り 文 字 表 示 板 ２ ２ を 面 発
光 さ せ て 、 装 飾 効 果 を 伴 っ た 時 刻 を 視 認 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 金 属 膜 ３ ５ （ 文 字
表 示 板 ２ ２ ） に 小 孔 等 の 加 工 を 施 す こ と な く 、 金 属 膜 ３ ５ に よ る 金 属 調 の 装 飾 効 果 と 装 飾
部 ３ １ （ 目 盛 り ３ ２ 、 文 字 部 ３ ３ ） に よ る 有 色 の 装 飾 効 果 と を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 文 字 表 示 板 ２ ２ に 可 視 光 を 散 乱 す る 凹 凸 部 ３ ０ を 形 成 し た 。
従 っ て 、 凹 凸 部 ３ ０ を 介 し て 入 射 、 或 い は 反 射 さ れ る 光 を 散 乱 し て 透 過 或 い は 反 射 さ せ る
こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 例 え ば 、 外 部 照 度 の 高 い 昼 間 に は 、 文 字 表 示 板 ２ ２ 上 に ヘ ア ー
ラ イ ン 加 工 に 即 し た リ ア ル な 金 属 調 を 装 飾 す る こ と が で き 、 外 部 照 度 の 低 い 夜 間 に は 、 文
字 表 示 板 ２ ２ を 面 発 光 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 は 以 下 の よ う に 変 更 し て も よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 光 透 過 型 表 示 板 を 時 計 １ ０ の 文 字 表 示 板 ２ ２ と し て 具 体 化 し た が
、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 自 動 車 に 搭 載 さ れ る メ ー タ の 表 示 板 と し て も よ く 、 外 部 照 度 の 差
に 即 し た 意 匠 の 意 外 性 を 付 与 で き る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 基 板 ２ ５ を ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 樹 脂 と し て 具 体 化 し た が 、 こ れ に 限
ら ず 、 例 え ば ガ ラ ス 基 板 や ア ク リ ル 樹 脂 等 の 基 板 で あ っ て よ く 、 可 視 光 を 透 過 す る 基 板 で
あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 基 板 ２ ５ が 可 視 光 を 透 過 す る 無 色 透 明 の 基 板 と し て 具 体 化 し た が
、 こ れ を 変 更 し 、 可 視 光 を 透 過 す る 有 色 の 基 板 で あ っ て も よ い 。
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 金 属 膜 ３ ５ を ア ル ミ ニ ウ ム 膜 と し て 具 体 化 し た が 、 こ れ に 限 ら ず
、 例 え ば ク ロ ム 膜 、 銀 膜 で も よ く 、 透 明 基 板 上 に 堆 積 さ せ る こ と に よ り 可 視 光 を 透 過 可 能
に 反 射 す る 金 属 膜 ３ ５ で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 金 属 膜 ３ ５ は 、 膜 厚 が 約 ４ ０ ０ ｎ ｍ の ア ル ミ ニ ウ ム 膜 を 形 成 し た
が 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 膜 厚 が 約 ２ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ｎ ｍ で あ っ て も よ く 、 そ の 際 、 可 視 光
の 反 射 率 が ４ ０ ％ ～ ８ ０ ％ で あ っ て 、 透 過 率 が ２ ０ ％ ～ ６ ０ ％ で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 金 属 膜 ３ ５ を 真 空 蒸 着 法 に よ り 形 成 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 例 え
ば 物 理 気 相 成 長 法 （ ス パ ッ タ リ ン グ 法 ） 、 化 学 気 相 成 長 法 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 法 等 に
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よ っ て 形 成 し て も よ く 、 基 板 ２ ５ に 金 属 膜 ３ ５ を 形 成 で き る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 凹 凸 部 と し て の 凹 凸 部 ３ ０ を 基 板 ２ ５ の 一 側 面 に 形 成 し た が 、 こ
れ に 限 ら ず 、 例 え ば 装 飾 部 ３ １ 、 目 盛 り ３ ２ 、 文 字 部 ３ ３ の 表 面 を 凹 凸 形 状 に し て も よ く
、 文 字 表 示 板 ２ ２ の 表 面 に 可 視 光 を 散 乱 さ せ る 散 乱 膜 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 凹 凸 部 ３ ０ を 基 板 ２ ５ の 表 示 孔 １ １ ａ 側 に 形 成 し た が 、 こ れ に 限
ら ず 、 蛍 光 管 ２ ０ 側 に 形 成 し て も よ く 、 或 い は 表 示 孔 １ １ ａ 側 と 蛍 光 管 ２ ０ 側 の 双 方 に 形
成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 凹 凸 部 ３ ０ を ブ ラ ス ト 加 工 及 び ヘ ア ー ラ イ ン 加 工 に て 形 成 し た が
、 こ れ を 変 更 し 、 例 え ば ホ ー ミ ン グ 加 工 で あ っ て も よ く 、 基 板 ２ ５ に 凹 凸 形 状 を 形 成 す る
加 工 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ・ 上 記 実 施 形 態 で は 、 蛍 光 管 ２ ０ に よ っ て 文 字 表 示 板 ２ ２ に 照 射 光 を 照 射 す る よ う に し
た が 、 こ れ を 変 更 し 、 例 え ば Ｅ Ｌ 素 子 等 の 自 発 光 体 、 或 い は 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） 等
か ら な る 照 射 部 で あ っ て も よ く 、 文 字 表 示 板 ２ ２ に 照 射 光 を 照 射 す る 光 源 で あ れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 具 体 化 し た 時 計 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 じ く 時 計 の 側 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 じ く 時 計 の 表 示 板 を 示 す 正 面 図 。
【 図 ４ 】 同 じ く 表 示 板 の 要 部 側 断 面 図 。
【 図 ５ 】 同 じ く 表 示 板 の 作 用 を 説 明 す る 説 明 図 。
【 図 ６ 】 同 じ く 表 示 板 の 作 用 を 説 明 す る 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ ０ … 時 計 、 １ ２ … 時 計 モ ジ ュ ー ル 、 １ ３ … 短 針 軸 、 １ ４ … 長 針 軸 、 １ ５ … 短 針 、 １ ６ …
長 針 、 ２ ０ … 蛍 光 管 、 ２ ５ … 基 板 、 ２ ６ … 挿 通 孔 、 ２ ７ … 切 り 欠 き 部 、 ３ ０ … 凹 凸 部 、 ３
１ … 装 飾 部 、 ３ ２ … 目 盛 り 、 ３ ３ … 文 字 部 、 ３ ５ … 金 属 膜 、 ３ ６ … カ バ ー 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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